家庭礼拝　2010年8月4日　使徒言行録第17章　
　賛美歌５０５　あゆませて下さい　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌５１３　主は命を
起

パウロたちは、フィリピで捕らえられ投獄された後、釈放されて、その町を出ることになりました。そして、そこから、アンフィポリスとアポロニアを経てテサロニケに着きました。ここにはユダヤ人の会堂があった。と書かれています。何事も無く簡単にテサロニケまで来たように書かれていますが、この距離は１６０ｋｍ以上あったといわれていますので。4－5日はかかっているものと思われます。このテサロニケにはユダヤ人の会堂がありました。テサロニケはマケドニア州の主要都市で、軍事、商業、歓楽の絶好地でした、かつてはマケドニア州の首都でもあったところです。私たちにとっては、テサロニケへの信徒の手紙第一、第二でよく知られた町です。テサロニケへの信徒の手紙の様子からすると、パウロとシラスはこの町で落ち着いて伝道をしたのかと思いがちですが、ここに滞在したのはごくわずかです。すぐに迫害に会い、その後は戻りたくても戻れないので、このテサロニケへの手紙を書いて、テモテに持たせ、テサロニケ教会の人々を励ましたのです。
さて、テサロニケに着いたパウロとシラスはユダヤ人の会堂に行って福音を述べ伝えました。2節から4節です。
使 17:2　パウロはいつものように、ユダヤ人の集まっているところへ入って行き、三回の安息日にわたって聖書を引用して論じ合い、
使 17:3　「メシアは必ず苦しみを受け、死者の中から復活することになっていた」と、また、「このメシアはわたしが伝えているイエスである」と説明し、論証した。
使 17:4　それで、彼らのうちのある者は信じて、パウロとシラスに従った。神をあがめる多くのギリシア人や、かなりの数のおもだった婦人たちも同じように二人に従った。
パウロ達が福音を述べ伝えて、それを信じたのはユダヤ人たちではありませんでした。このユダヤ人の会堂には、ユダヤ教に憧れを持って集まる異邦人達がたくさんいたのです。この当時は他の宗教に比べて、ユダヤ教の倫理観、世界観には際立ったものがあり、それにあこがれて集まってくる人々がたくさんいたのです。パウロ達が述べ伝えた福音は、ユダヤ人たちにではなく、これらの異邦人や乱れた倫理観の犠牲になっていた女性達に多くの共感を生みました。そして、パウロやシラスに従ったのです。面白くないのはユダヤ人たちです。今まで、自分達に従ってきたこれらの異邦人や、女性達が、パウロやシラスの福音のためにごっそりとさらわれて行ったような格好になったからです。妬みに狂ったユダヤ人達のしたことは卑劣でした。5節から７節です。
使 17:5　しかし、ユダヤ人たちはそれをねたみ、広場にたむろしているならず者を何人か抱き込んで暴動を起こし、町を混乱させ、ヤソンの家を襲い、二人を民衆の前に引き出そうとして捜した。
使 17:6　しかし、二人が見つからなかったので、ヤソンと数人の兄弟を町の当局者たちのところへ引き立てて行って、大声で言った。「世界中を騒がせてきた連中が、ここにも来ています。
使 17:7　ヤソンは彼らをかくまっているのです。彼らは皇帝の勅令に背いて、『イエスという別の王がいる』と言っています。」
ユダヤ人たちは、正々堂々と立ち向かうのではなく、広場にたむろしているならず者までも使って暴動を起こしました。そしてヤソンの家を襲ったのです。ヤソンの家にパウロとシラスがいると思ったからでした。ですがいなかったので、ヤソンたちを当局者のところに引き立てていきました。そして、パウロ達が、「イエスと言う別の王がいる」と言っているといって告訴したのです。本当は、自分達の信徒が奪われた妬みであるはずが、全く別の理由を言って、陥れようとするのです。これは迫害するものに良く起こる理屈の転換です。本当は妬みや利己心や憎しみのような醜いものが本心であるにもかかわらず、必ずその訴えの理由は、私達はローマのために、国のために正しいことを行っているという義人の振りをすることです。自分の醜さを直視出来ずに、自分を正当化する理由を述べ立てるのが人間のやることなのです。これは今の私達の世界にあっても同じことです。パウロたちは、そのような誤解や迫害に対して、それを人間の弱さであると見て、甘んじてその汚名と苦しみに耐えていくことによって，神に従う道を選びました。クリスチャン達は、そのように生きて、歴史を正しくしてきたのかもしれません。「イエスと言う別の王がいる」というユダヤ人達の訴えを聞いて、群衆と町の当局者は動揺しましたが、当局者たちは、ヤソンやほかの者たちから保証金を取ったうえで彼らを釈放しました。福音を信じるようになった、兄弟達は、危険を感じて、パウロたちをその日の夜の内に、ベレアというところに送り出しました。
ですから、パウロ達がこのテサロニケで宣教活動をしたのは、たったの3週間だけなのです。ですが、そこにはこのような迫害もありましたが、信じる者たちも与えられたのです。そして使徒後の時代には、このテサロニケは、東方キリスト教会の中心地となったのです。迫害の中に立つ、このテサロニケ教会には、パウロの特別の思い入れがありました。テサロニケの信徒への第一の手紙2章8節ではパウロが、「私達はあなた方をいとおしく思っていたので、神の福音を伝えるばかりでなく、自分の命さえ喜んで与えたいと願ったほどです。あなた方は私たちにとって愛するものとなったからです。」というほどのものだったのです。本当に命を与えるほどにテサロニケ教会を愛したのだと思います。
承

パウロとシラスは、次の目的地べレアに着くと早速会同を見つけ、そこで福音を述べ伝えました。そこでは非常に珍しいことが起こりました。11節です
使 17:11　ここのユダヤ人たちは、テサロニケのユダヤ人よりも素直で、非常に熱心に御言葉を受け入れ、そのとおりかどうか、毎日、聖書を調べていた。
非常に珍しいことですが、ここベレアのユダヤ人たちはパウロたちの話に反発しませんでした。素直で非常に熱心に御言葉を受け入れたと書かれています。そしてそのとおりかどうか、毎日聖書を調べていた。と書かれています。パウロたちは聖書に基づいて語り、ベレアのユダヤ人たちは聖書に基づいて確認していたわけです。通常のパターンはユダヤ人たちは迫害し、異邦人たちは受け入れたとあるのですが、ベレアのユダヤ人たちには神様の知恵が与えられていたようです。そして多くの人達が信じるようになったとかかれています。ユダヤ人だけでなく、ギリシャ人も上流階級の人も、男も女も信じるようになったというのですから、その宣教はとてもうまくいったのだと思います。
ところが、またしても問題が発生します。テサロニケのユダヤ人たちが、パウロたちの宣教のことを聞きつけて、ベレアまでやってきたのです。よほど許しがたい思いを持ってパウロたちの宣教を邪魔しようとしました。そして群衆を扇動し騒ぎを起こしたのです。パウロは身の危険を感じてまたこの町を後にすることにしました。シラスとヨハネはしばらくこのベレアにのこることにして、パウロだけが先にアテネまで行くことにしました。そこまでは、ベレアの人々が付き添ってくれました。そして、アテネで別れるときにその付き添ってくれた人達に、シラスとヨハネも出来るだけ早く、アテネに来るように伝言しましました。
転

そして、パウロはアテネでひとりで待ちました。シラスとヨハネが来るのを待っている間、パウロはこの町を巡り歩いてみました。そこには多くの偶像がありました。そして多くの神々が有ったのです。多くの世界では神々は共存していました。このアテネの世界も例外ではなかったのです。新しい神々も、異国の神々も、みんな仲良く共存しているのです。ですが、パウロはその偶像を見て憤慨したとかかれています。ユダヤ教もキリスト教も基本的に排他的な性向を持つ宗教です。自分達の信仰を唯一絶対として、他の宗教を異端とするのです。普通は異端とは自分達の宗教のうち、本来のものと異なる教義を教えるものを異端とするのですが、キリスト教とユダヤ教そしてその流れにあるイスラム教もそうかもしれませんが、異なる宗教さえも異端として裁いてしまう傾向があります。これが平和と愛を説く宗教なのに、多くの争いと、殺戮と、混乱を招く下になっています。これが極端になって、宗教裁判や、魔女狩りのような恐ろしい世界を作り出してしまいます。このパウロでさえも、この点においては同じだったのです。パウロはアテネで、その偶像の多さに憤慨しました。そして人々に宣教する前に、人々を裁いてしまっているのです。そして、このような無知な人々に本当の神様を教えなければと、見下ろす目線で見ていることに気がつかなかったのです。パウロは結局はアテネでの宣教はこれまでにない失敗をしました。少数の人々を信仰へと導くことが出来ただけでした。その理由にはいろいろ言われています。代表的なのは、信仰を伝えるのに、ギリシャ人に合わせて、理屈で説明しようとしたからだというものがあります。ですが、私はそうは思わないのです。今までは、パウロは、自分達が体験した不思議な出来事を、復活の出来事を、ただ聞いてもらうことによって、宣教していたのです。そしてそこに神の力が働いて、人々の心を動かしたのです。ところがアテネでは、パウロは最初から憤慨していたのです。ここの人々はだめだ、このような偶像を崇拝しているようでは救われない、私が本当の神様のことを知らせてやろう。本当の神様のところへ立ち返らせようと、人々を否定するところから始まっているのです。これは宣教する際にとても大切なことだと思います。宣教は教えてやることではないのです。どうか聞いてくださいと、願い出て、神の言葉を撒き、後は神様がそれを育ててくださることに委ねるのです。これは私達が、神様を伝えるときにもとても大切なことです。私達の宣教は教えることでも導くことでもなく、ただ神様の前に連れて行くことです。私達の語る言葉や、私達の理解の乏しさが問題になることはないのです。だから、宣教は誰にでも出来るのです。子供にも、年寄りにも、コロニーの知的障害を持つ人にも出来るのです。
　パウロはこのアテネで、偶像を見て憤慨してしまいました。そしてそのことを引きずりながら、アテネの人たちと毎日毎日議論をしたのです。何とか教えてやろうと思ったのです。パウロがイエスの復活と福音を述べ伝えているのですが、それが、議論として空回りして、アテネの人々には何を言っているのか良くわかりませんでした。そこでアテネの人々はパウロをアレオパゴスに連れて行き、こう言いました。「あなたが説いているこの新しい教えがどんなものか、知らせてもらえないか。」アレオパゴスというのは丘の名前であると同時に、そこで開かれる評議所の名でもありました。この評議所の裁判人は選びぬかれた人々で、30人くらいいたということです。パウロはこのような人々を前にして話をすることになったのですから、大きな伝道の機会を与えられたということにはなります。22節と23節です。
使 17:22　パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「アテネの皆さん、あらゆる点においてあなたがたが信仰のあつい方であることを、わたしは認めます。
使 17:23　道を歩きながら、あなたがたが拝むいろいろなものを見ていると、『知られざる神に』と刻まれている祭壇さえ見つけたからです。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それをわたしはお知らせしましょう。
パウロは話を切り出しましたが、アテネの人々の教えてもらえないかという低姿勢に対して、教えてあげましょうという態度ではじめてしまいました。パウロがどうしてこのような姿勢になってしまったのか、不思議な気がします。このアテネではパウロが一人で宣教したのが良くなかったのかもしれません。シラスとか、バルナバのように謙遜で慎重なひとがパートナーとしていたほうが良かったのかもしれません。パウロは、本当の神様について、アテネ風の弁論を展開しました。ところがその心は相手にまで届きません。そして31節から33節です。
使 17:31　それは、先にお選びになった一人の方によって、この世を正しく裁く日をお決めになったからです。神はこの方を死者の中から復活させて、すべての人にそのことの確証をお与えになったのです。」
使 17:32　死者の復活ということを聞くと、ある者はあざ笑い、ある者は、「それについては、いずれまた聞かせてもらうことにしよう」と言った。
使 17:33　それで、パウロはその場を立ち去った。
ここでは、パウロが復活のことを話したために｢それについては、いずれまた聞かせてもらうことにしよう。｣という風に感じられますが、むしろこの人々は、いずれまた聞かせてもらうことにしようというタイミングを狙っていたという事の方が自然な感じがします。パウロもまた、そのように言われて、何の粘りもなく、その場を立ち去ってしまうのです。いわゆる完全に空振りに終わったのです。でも何人かは、信仰に入りました。34節です。

使 17:34　しかし、彼について行って信仰に入った者も、何人かいた。その中にはアレオパゴスの議員ディオニシオ、またダマリスという婦人やその他の人々もいた。
今までの宣教では、多くの人々が信仰に入ったとかかれていたのが、ここアテネでは、信仰に入ったものも何人かいた。というさびしい表現になっています。
結

パウロたちの宣教旅行も本当に不思議な出来事が起こるものです。今回の3箇所での宣教、テサロニケ、ベレア、アテネでの宣教にはそれぞれ特徴があります。テサロニケでは激しい迫害が起こりました。ですがその中でも確かな信仰者が与えられ、後の東方教会の中心地となる礎を作りました。ベレアでは人々は素直に受け入れてくれて、無難な宣教活動が出来ました。アテネでは、何の迫害もありませんでしたが、その宣教は失敗でした。わずかな人しか信仰に入ることが出来ませんでした。普通は困難なほどうまくいかないものですが、パウロたちの宣教は困難なほどうまくいくように見られます。困難なほど、そこに神様のみ業が働いているのかもしれません。何がうまくいくのかは、人間の思いでは計られるものではありません。私達は目先の困難さにとらわれることなく、神の御業が働いてくださることを覚えつつ、その働きをすることが大切なのではないのかと思わされるものです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。パウロたちの伝道には多くの困難が伴いました。ですが、困難なほど、その伝道にはあなたの支えと導きとがあり、その働きは目覚しいものとなりました。一方、何の迫害も無かったアテネでの伝道は、むしろ、不本意な結果となったしまいました。何と言う不思議でしょうか。私達には何が良くて、何が悪いのかは計り知ることが出来ません。悪いと思うときにも、あなたのみ業が働いていることを信じ、ゆだね、より頼むことが出来ますように。状況が良いと思うときにも、自分の力で成し遂げようとするのではなく、あなたのみ業が働いてくださるように、謙遜な思いで願い求めることが出来ますように。全ての出来事の上に、あなたの御手の技を見ることが出来ますように。あなたの御心を通してのみ、世界を知ることが出来ますように。あなたの働きを讃えて、御名が崇められますように。信仰の薄い時代ですが、信じることの大切さ、信じることの喜びを証ししていくことができますように。今週は、本行さんの葬儀がコロニーで執り行われましたが、その魂が、あなたの身元で、憩うことができますように。残されたご遺族の方々に慰めとご健康とが与えられますように。
この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆テサロニケでの騒動
使 17:1　パウロとシラスは、アンフィポリスとアポロニアを経てテサロニケに着いた。ここにはユダヤ人の会堂があった。
使 17:2　パウロはいつものように、ユダヤ人の集まっているところへ入って行き、三回の安息日にわたって聖書を引用して論じ合い、
使 17:3　「メシアは必ず苦しみを受け、死者の中から復活することになっていた」と、また、「このメシアはわたしが伝えているイエスである」と説明し、論証した。
使 17:4　それで、彼らのうちのある者は信じて、パウロとシラスに従った。神をあがめる多くのギリシア人や、かなりの数のおもだった婦人たちも同じように二人に従った。
使 17:5　しかし、ユダヤ人たちはそれをねたみ、広場にたむろしているならず者を何人か抱き込んで暴動を起こし、町を混乱させ、ヤソンの家を襲い、二人を民衆の前に引き出そうとして捜した。
使 17:6　しかし、二人が見つからなかったので、ヤソンと数人の兄弟を町の当局者たちのところへ引き立てて行って、大声で言った。「世界中を騒がせてきた連中が、ここにも来ています。
使 17:7　ヤソンは彼らをかくまっているのです。彼らは皇帝の勅令に背いて、『イエスという別の王がいる』と言っています。」
使 17:8　これを聞いた群衆と町の当局者たちは動揺した。
使 17:9　当局者たちは、ヤソンやほかの者たちから保証金を取ったうえで彼らを釈放した。
◆ベレアで
使 17:10　兄弟たちは、直ちに夜のうちにパウロとシラスをベレアへ送り出した。二人はそこへ到着すると、ユダヤ人の会堂に入った。
使 17:11　ここのユダヤ人たちは、テサロニケのユダヤ人よりも素直で、非常に熱心に御言葉を受け入れ、そのとおりかどうか、毎日、聖書を調べていた。
使 17:12　そこで、そのうちの多くの人が信じ、ギリシア人の上流婦人や男たちも少なからず信仰に入った。
使 17:13　ところが、テサロニケのユダヤ人たちは、ベレアでもパウロによって神の言葉が宣べ伝えられていることを知ると、そこへも押しかけて来て、群衆を扇動し騒がせた。
使 17:14　それで、兄弟たちは直ちにパウロを送り出して、海岸の地方へ行かせたが、シラスとテモテはベレアに残った。
使 17:15　パウロに付き添った人々は、彼をアテネまで連れて行った。そしてできるだけ早く来るようにという、シラスとテモテに対するパウロの指示を受けて帰って行った。
◆アテネで
使 17:16　パウロはアテネで二人を待っている間に、この町の至るところに偶像があるのを見て憤慨した。
使 17:17　それで、会堂ではユダヤ人や神をあがめる人々と論じ、また、広場では居合わせた人々と毎日論じ合っていた。
使 17:18　また、エピクロス派やストア派の幾人かの哲学者もパウロと討論したが、その中には、「このおしゃべりは、何を言いたいのだろうか」と言う者もいれば、「彼は外国の神々の宣伝をする者らしい」と言う者もいた。パウロが、イエスと復活について福音を告げ知らせていたからである。
使 17:19　そこで、彼らはパウロをアレオパゴスに連れて行き、こう言った。「あなたが説いているこの新しい教えがどんなものか、知らせてもらえないか。
使 17:20　奇妙なことをわたしたちに聞かせているが、それがどんな意味なのか知りたいのだ。」
使 17:21　すべてのアテネ人やそこに在留する外国人は、何か新しいことを話したり聞いたりすることだけで、時を過ごしていたのである。
使 17:22　パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「アテネの皆さん、あらゆる点においてあなたがたが信仰のあつい方であることを、わたしは認めます。
使 17:23　道を歩きながら、あなたがたが拝むいろいろなものを見ていると、『知られざる神に』と刻まれている祭壇さえ見つけたからです。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それをわたしはお知らせしましょう。
使 17:24　世界とその中の万物とを造られた神が、その方です。この神は天地の主ですから、手で造った神殿などにはお住みになりません。
使 17:25　また、何か足りないことでもあるかのように、人の手によって仕えてもらう必要もありません。すべての人に命と息と、その他すべてのものを与えてくださるのは、この神だからです。
使 17:26　神は、一人の人からすべての民族を造り出して、地上の至るところに住まわせ、季節を決め、彼らの居住地の境界をお決めになりました。
使 17:27　これは、人に神を求めさせるためであり、また、彼らが探し求めさえすれば、神を見いだすことができるようにということなのです。実際、神はわたしたち一人一人から遠く離れてはおられません。
使 17:28　皆さんのうちのある詩人たちも、／『我らは神の中に生き、動き、存在する』／『我らもその子孫である』と、／言っているとおりです。
使 17:29　わたしたちは神の子孫なのですから、神である方を、人間の技や考えで造った金、銀、石などの像と同じものと考えてはなりません。
使 17:30　さて、神はこのような無知な時代を、大目に見てくださいましたが、今はどこにいる人でも皆悔い改めるようにと、命じておられます。
使 17:31　それは、先にお選びになった一人の方によって、この世を正しく裁く日をお決めになったからです。神はこの方を死者の中から復活させて、すべての人にそのことの確証をお与えになったのです。」
使 17:32　死者の復活ということを聞くと、ある者はあざ笑い、ある者は、「それについては、いずれまた聞かせてもらうことにしよう」と言った。
使 17:33　それで、パウロはその場を立ち去った。
使 17:34　しかし、彼について行って信仰に入った者も、何人かいた。その中にはアレオパゴスの議員ディオニシオ、またダマリスという婦人やその他の人々もいた。
